研究課題「利用者の特性を考慮した乗換情報とその提供手法の検討」

学籍番号：0840095
指導教員：渡辺恭人
氏　　名：安成龍
【表現形態】
論文及びプログラム

【研究目的】
利用者の特性に従って、自分が必要とする乗換情報を得ることによって、乗換を含めた移動の効率化や利便性の向上を目的とする。

【期待される効果】
本研究で検討される仕組みを利用することによって、自分にとって適切な乗換時刻表を入手することができ、目的地まで着く時間を自分で設定・制御することができる。

【研究概要】
公共交通の乗換をする際に既存の乗車案内アプリケーションで検索すると、駅と駅の間に時間が多めに取ってあるため、向かう手段によって、乗車する時間も変わってくる。例えば、乗換駅の馬喰横山駅から東日本橋駅に向かう場合で、実際に試してみると、3分で着く距離が８，９分と表示されたりする。これは、たいていの人間が間に合うように余裕を持って設定されているからであり、人によっては無駄な時間である。ゆえに、この時間を調整して乗換をうまく利用することで時間を大幅に短縮することができ、待つのが嫌な人や寝坊して遅れそうな人など、多くの人に有益である。
そこで本研究では、都市における公共交通の現状を調査し、その問題点を洗い出し、利用者の特性を考慮した乗り換え情報の提供手法について議論する。利用者の年齢別に乗り換え時間等の設定をすることによって生じるメリットやデメリットを明らかにする。また、その他法律などの問題がないことを踏まえたうえで、乗り換え情報提供の機構の設計と実装を行い、利用者に実際に使用してもらい、評価を行う。

